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●エミネントペア W 施工 注意・保証事項 

 

◇注意事項 

１）可動窓（引違窓を除く）・開閉の不具合防止や開口部からの物の落下防止策として制限を設定  

軸回転窓・縦辷り窓・片開き窓では、窓の開け方角度幅の開度制限を設けます。 

開度幅 50mm～100mm 程度の制限条件や運用上の配慮が必要になります。P17 参照 

 

２）窓ガラス表面結露 

  断熱、遮熱性能は大きく改善しますがガラス面の表面結露を完全に止めるものではありません。 

 

 

 

◇	 製品保証（１０年保証） 
① エミネントペア W を正常な状態で使用されにもかかわらず、製造後１０年以内にペアガラスの空気層内に 

  結露が生じた場合には無償においてお取替えさせて頂きます。 

  ＊尚、火災・地震・水害等の天地異変に起因する空気層内結露は、保証対象外とさせて頂きます。 

 

 

 

◇	 施工保証（６ヶ月保証） 
① エミネントペア W 施工研修を受けた者が工事を行う。 

②	 可動窓（軸回転窓・縦辷り窓等）の回転軸金具や丁番金具のがたつきや劣化状態を開け閉めの動作確認で 

  現状確認をする。状態が悪ければ修理した上で工事を行う。 

③ 既存サッシが、経年劣化で取り付け工事ができない場合があります。 

＊上記事項に沿って施工６ヶ月間の間に開閉不良や固定位置からの脱落等を保証いたします。 

◇既存ガラスと据付ペアガラスの間の表面結露の発生に関しては、保証対象外とさせて頂きます。 

 

 

 

◆ビル窓断熱改修  

 ・ビル窓には住宅窓と違いサイズの大きな FIX 窓や軸回転窓・縦辷り窓・排煙窓・引違窓等があり 

  今までは内窓としてビル窓断熱改修工事が対応できない種類の窓があった。 

  本製品エミネントペア W の施工工法を加えることでビル窓すべての窓の断熱改修工事が可能となった。 

 

 
１ 

○商品構成   



       断熱効果 小          断熱効果 中        断熱効果・遮熱効果 大 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
	  単板ガラス                        一般ペアガラス                  特殊金属被膜ペア 

  透明ガラス ３ｍｍ            FL3-A10-FL3             LOW-E3-A10-FL3 

        ５ｍｍ                  FL5-A 6-FL5                   LOW-E5-A 8-FL5 

        ６ｍｍ                                                LOW-E6-A 6-FL6  
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○構造図 

   

単板ガラス 一般ペア LOW-E ペア 

ぺア 

 

特殊金被膜 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○展開図 
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〇施工方法の種類 ３工法 

 
 
・ＦＩＸ（嵌め殺し）窓の施工様式－１  

 
 

大板サイズ（2,500×1,800）用 

○専用アルミＦ部材納まり図 右図 

 先付ビート付のアルミ押し縁型材で 

 サッシ枠・サッシ額縁への取付様式 

例：FL6 - A6 - LOW-E6 

    FL5 - A6 - LOW-E5 等 

 
 
 
 
 
・ＦＩＸ（嵌め殺し）窓の施工様式－２ 

 

    腰窓サイズ( 900×1,200 ) 用 

○アタッチメント付ペアガラスの納まり右図 

樹脂製部材でアタッチメントのツバを内外から 

はさみ押さえる取付様式 

 

例：LOW-E3 - A10 - FL3 等 

     

 
 
 
 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 既存透明ガラス 

 
・可動窓（軸回転・縦辷り・排煙）施工様式 

    腰窓サイズ( 900×1,200 ) 用 

○アタッチメント付ペアガラスＷの納まり右図 

樹脂製オス・メス部材でアタッチメントのツバを 

固定する様式 

 

例：LOW-E3 - A10 - FL3 等 

 

３－２ 

 

 

FL6-A6- LOW-E6 

 
樹脂部材メス	 	  樹脂部材オス	  

 

FL6 



 

４ 

窓別断熱改修施工法 
窓の種類と改修工法 



 

 

 

５ 



○	 施工フローチャート 

標準的な取付順序は下記の通り。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   自主検査 

 

 

 

 

 

 

６ 

現場確認・寸法チェックリストより採寸 

 

事前打合せ 

作業エリア周辺の保護養生 

材料搬入 

既存ガラス室内側クリーニングと室内据付

ガラス合わせ面のクリーニング 

室内据付用ガラスを既存窓枠にはめ込む 

（ペアガラス） 

サッシかまちＷ寸法の段差を段差調整樹脂

板で調整する。 

樹脂製固定具メスタイプを室内据付用ガラス

Ｗ・Ｈにドリルビスで固定する 

樹脂製固定具オスタイプを樹脂製固定具メス

タイプＷ・Ｈにはめ込む 

取付完了後、正しく取付が行われてか開閉の

確認と樹脂製固定具の４辺の不具合がないか

確認する 

検査 NG 

確認 OK 

 

完成・引渡 


